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亜細亜大学経営学部に新しくホスピタリティ・
マネジメント学科が開設されたのは2009年4月で
ある。亜細亜大学は，それまで経営学部経営学科，
経済学部経済学科，法学部法学科そして国際関係
学部国際関係学科と4つの学部学科から構成され
ていたが，国際関係学部の開設が1990年とのこと
であるので，亜細亜大学の新学科設置は19年振り
のことである。
北村靖道先生は，この新学科ホスピタリティ・
マネジメント学科の発足に伴って新たに亜細亜大
学経営学部にホスピタリティビジネスの専門教育
を担うという任務を有して赴任されたのである。
新学科発足当初はホスピタリティビジネスの専門
領域としてホテルビジネス，フードサービスビジ
ネス，トラベルビジネス，パッセンジャーサービ
ス，そしてクラブマネジメントという5つの専門
領域を掲げて，それぞれの領域にその領域を得意
とする専任教員を配置するという教育体制を採っ
た。北村先生は，パッセンジャーサービス領域を
担う唯一の専任教員として赴任されたのである。
ちなみに，この時にそれぞれの専門領域を担う
専任教員としては，それまで経営学部「ホスピタ
リティ専攻」としてホスピタリティビジネスの専
門領域を守り育ててきた岡久行准教授（ホテルビ
ジネス），横山文人准教授（クラブマネジメント）
に，新たに4教員が加わることとなった。すなわ
ち北村靖道教授，小林天心教授（トラベルビジネ
ス），安田彰教授（同），そして茂木（フードサー
ビスビジネス）である。
北村先生は，本学赴任へは明海大学ホスピタリ
ティ・ツーリズム学部教授からの移進であったが，
さらにその前職は JAL（日本航空）で長年の勤
務実績がある。ご本人もキャビンアテンダントと
してのご経歴もあり，キャビンアテンダントを育
成するための教育訓練機関の校長を務めたりアジ
ア諸国のナショナルフラッグキャリアでの指導実
績も豊富な方である。新学科としてはその発足を
飾るに相応しい方を得たというべきである。
実は私，茂木も同期着任であり，爾来7年余北
村先生とは本学科での交流を介して親交させてい
ただくこととなる。北村先生と私の年齢差はさほ
ど取り沙汰するほどの差異ではないと思われるが，
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北村先生が生来お持ちのご仁徳と柔軟な発想につ
いては，接すれば接するほど敵わないという思い
を抱いている。
第一に，北村先生はショートスピーチの達人で
ある。役務上しばしば学生などを集めたところで
ご一緒に雛壇に立たせていただくことがある。そ
の時は横山先生の仕切りが多いのであるが一人30
秒とか1分とかで，自己紹介をしたり，担当専門
領域の説明をしたり，大学生の心構えを説いたり
というテーマをその都度頂戴する。正直私はこれ
が苦手で1時間や90分ほどの講義と勝手が違い，
いわゆる尻切れトンボの常習である。が，北村先
生は見事である。一瞬で学生たちのハートを掴み
かつ印象に残る教訓などをさりげなく展開して時
間通りに颯爽と切り上げる。しかも毎回毎回挿入
されるネタが違う。いったいこの名人芸は生来の
ものであるのか，後得のものであるのか，しみじ
み感心していたのである日に思い切って伺ってみ
たことがある。その時の遣り取りはよくは覚えて
いないが，明快に腑に落ちたことはよく覚えてい
る。キャリアである。おそらく，飛行機という限
られた空間の中で，不特定多数の乗客を前に，一
瞬でメッセージを明快に届けなくてはならないと
いうことが訓練されているのだということに思い
至った。のみならず，そうした乗務員の教育訓練
の場においては一層そうした明快な指示が必要な
のではないかと。短く，分かり易く，面白く，印
象深く。
第二に，北村先生は熱意の人である。学生たち
に慕われていることについては人後に落ちない。
赴任以来，学内の FD（ファカルティデベロップ
メント）研究会でご一緒させていただき，たまに
議論に及ぶことがあるが，北村先生はブレない。
念頭にあるのは常に卒業生の就職率100％の実現
である。もちろん単なる目標値ではではない。北
村先生の熱意は実績値の裏打ちを伴うのである。
また，「研修」などの科目では，学生を引率して
エアラインの現場やバックヤードなどによく出か
けられているようである。保安上立ち入りが難し
いところもあろうかと思うが，学生たちの役に立
つならばと伝手を辿ってずんずんと奥深くへ分け
入って学習機会をつくっているようなのである。
問わず語らずで学生たちもよく北村先生を慕って
いる。私の演習生もときどき私に対して北村先生
を見習ったらどうかと言い放つことがある。気持
ちは見習っているつもりであるが，返答はお茶を
濁すのみである。
第三に，北村先生はアイデアの達人である。一
度，ゼミでのサンドイッチ作りについて聞いたこ
とがある。サンドイッチの材料を持ち寄りでサン
ドイッチ作りをし，自分たちで作ったサンドイッ
チを自分たちで食べるまでを企てるのだそうであ
る。初顔合わせの次の回くらいに実施するのだそ
うである。まだまだ馴染んでいない学生たちが，
進んで協力体制を構築し，役割分担を決めるのみ
ならず，食材の洗い出しや，調達数量の算出，経
費計算，片付け法の検討まで，ほとんどプロジェ
クトマネジメントの雛型が出揃っているではない
か。ゼミ生たちは知らず知らずにチームワークを
学習し，北村先生はメンバーの役割分担などの観
察を通して，それぞれの個性を把握するのだそう
である。変哲もないサンドイッチであるが，美味
しい体験記憶がいつまでも残る。おそらく北村先
生の愛情という調味料が美味しさを際立たせてい
るのではないかと思う。
北村先生に接することが出来て私が学んだこと
は大きい。が，真似のできないことばかりである。
おそらく学生教育とは個性的なものなのだという
ことを悟ったという諦観が残るのみである。そし
て北村先生に接して卒業していった学生たちは，
亜細亜大学での思い出をいつまでも抱き続けるこ
とと思われる。私たちの8年間と同様に。北村先
生，ありがとうございました。
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